秘密保持契約書（案）
国立研究開発法人森林研究・整備機構（以下、「甲」という。）と、○○株式会社（以下、「乙」という。）とは、「○○の開発」に関する技術情報の秘密保持に関し、次のとおり契約を締結する。

（秘密情報）

第１条　甲及び乙は、「○○の開発」に関し、相互に文書で開示した技術情報、サンプル及び相互の交流により知り得た相手方の営業秘密（以下、「秘密情報」という。）を相手方の事前の文書による承諾なしに第三者に開示し又は漏洩してはならない。ただし、次の各号のいずれかに該当するものは、この限りではない。

（１）相手方から提供される以前に公知であったもの。

（２）相手方から提供される以前に、自ら開発し、又は正当な第三者から入手していたことを立証し得るもの。

（３）相手方から提示されたのち、自己の責に帰すべき事由に依らず公知となったもの。

（４）相手方から提供されたのち、正当な第三者から入手したものであることを立証でき

るもの。

（発明等の取扱）

第２条　甲又は乙が相手方から開示された秘密情報に基づいて発明、考案、又は意匠の創作等（以下｢発明等｣という。）をなしたときは、直ちに相手方に対し通知するものとし、権利の帰属、取扱い等について協議の上、決定する。

（損害賠償等）

第３条　甲又は乙は、自己の責めに帰すべき事由により秘密情報を漏洩した場合には、相手方に対する損害賠償責任を負い、本秘密情報を記載した書類の回収等の適切な処置を講ずるとともに、本秘密情報の漏洩を最小限にとどめるよう善後措置に最善を尽くすものとする。
（契約期間）

第４条　本契約は、契約締結の日から平成○○年○○月○○日までとする。但し、甲乙合意の上、延長できるものとする。
　

（有効期間）
第５条　前条の規定にかかわらず、第１条の規定は、本契約の終了の日から５年間有効に存続するものとする。
（協議）

第６条　本契約に定めのない事項、又は本契約の解釈に疑義がある事項については、甲乙協議の上、決定する。

　本契約締結の証として、契約書正本２通を作成し、甲、乙各１通を保有する。

○○年○○月○○日

甲　茨城県つくば市松の里１
　　国立研究開発法人森林研究・整備機構

　　理　事　長　　○○　○○　　　印

乙　
　　
